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たりする姿も見られた。 図5 図6 図5の子どもの作品
の子どもの作品は，それぞれ
因6のように出来上がった。










































































































































































































































し， 3.1. 4. であったような“つるず＇ことでできる
波打ったかたちや，紐が，そのままのかたちで固定された
かたちを目の当たりにしたことから， さらに自分なりの
表現を生み出そうと，造形活動の場を広げていたのであ
る。その結果素材や固まらせ方を変えることで，新たな
表現の方法を生み出すことに成功したのである。
ここで，前者の探究と比べて明らかに違うのは，思考が
入っている事である。前者は感覚的に活動し，感覚として
知識・技能を体得していっているのに対し，後者では，獲
得した知識・技能を意図的に活用し，造形活動を行ってい
るのである。これらの姿は，造形遊び的な表現活動を前段
階として設定し，発展的に立体による造形活動を設定し
た題材計画が，作用したからではないかと考える。また，
友達の作品や活動を必要に応じて見合え，子どもから生
み出されていく豊かな発想に応じて造形活動可能な場
（空間）であったことの効果であったことも実感してい
る。
4. 2. 矧話が育む課題設定カ
友達と必要に応じ
て見合える場であっ
たことが，次に自分
が試したりつくった
りしたいことを見つ
けることに，上手く
作用していた様子も
見られた（固23)。
図23の左の子ども
がしている活動を，右の子どもが見て，後追いする形で造
形活動している様子が見られた。また，見るだけでなく，
互いに表現をめぐる対話をしながら活動する姿もあった。
振り返りには，「アイデア教えてくれたから，やりたいこ
とが見つかった」といった内容が，両者に書かれていた。
このことから，他者との表現をめぐる言語による対話や，
造形物を介した感性的な対話が，次にしてみたいことを
見つけていくことに作用していたことがわかる。
しかし，図24の子どもは，友達の表現にはあまり目も
躙 -虫t、,W畠
、II 
、こ
くれず，黙々と造形活動をしてい
た。様々な素材を持って来ては試
し，時折何か考えている様子を見
せて，また試すといった様子が観
察できた。この子どもは，医 21
の表現を生み出した子どもであ
る。自己の働きかけを実感しなが
ら，素材と向き合い，個人内での
対話が繰り返されていたことが
図24 自己内対話にょ 分かる。
り，課題を生み出す
姿 このような実態から考えら
れるのは，自分なりの課題は，
対象を通した自己内対話が活発に行われることで生み出
されていくということである。友達との対話から生み出
されていった課題は， 一見模倣や協働によって生み出さ
れていったようであるが，友達の活動の中でも自分の感
性の基で，試してみたいこと，表してみたいことが選択さ
れ，活動に表れているのである。活動も，全く同じではな
く，その子なりの工夫が加えられており，そのような事実
からも，友達の表現から身体感覚に刺激を受け，自分なり
の課題設定が生み出された結果であるといえる。
また，ひたすら対象と向き合い，自分なりの表現を追究
していく姿は，まさに，対象を通した自己との対話である。
「次は，どんなことをしようかな。」と考えるのは，「自分
は，どんなことをしてみたいのかな。」という自己への問
いかけである。そして，表れていく造形の成果物は，自己
の感性によってつくり出されたものであることから，自
分自身をつくり出していっているともいえる。そのつく
り出されたものよって刺激を受け，また新たに想像して
いくことは，まさに，自己と自己の対話によって，課題が
生み出されていくことなのである。
自分なりの課題は，対象や他者との多様な対話がある
中，もう一度自己との対話が丁寧に行われることで，生
み出されていくのではないだろうか。「自分は今，何をし
たいのか。」「どんなことに向かおうとしているのか。」な
どといった，心の動きが課題をつくり出し，そのことに真
摯に向き合えることが，課題設定力につながっているこ
とが感じられた。
5 成果と課題
本研究をとおして感じていることは，自己のものづく
りへの介入を実感することの重要性である。子どもは，感
性的な関わり合いの中で造形活動をしていくのだが， 自
分なりの表現をつくり出している事実と，その価値を子
ども自身が実感していくことが， 「つくり出す」喜びを支
えることや，創造力を育むことに繋がっていると感じた
からである。その点において，本研究における，液体粘土
の素材や，題材計画，場の設定は有効に働いたのではない
かと考えている。そして，自他の活動のよさの実感は，他
教科にも広がりを見せ，協働することに意欲的な場面も
増えていったのも，成果として考えられる。
一方で，本題材の後半における，立体的な表現の際，「不
思議な生き物」というテーマ設定をしたのだが，子どもた
ちには，表したいことがすでに決定しており，不要であっ
た。子どもたちのもつ感性は，私の想定よりはるかに豊か
で，題材前半の素材を通した自己との対話が活発に行わ
れた結果，自分なりの課題をつくり出すことができてい
たのである。
今回っくり出すことの喜びを感じることや，自ら創造
していくことへの価値や意味の実感には成果があったと
感じている。しかし，その気付きを次の表現活動に十分生
かすことができず，テーマ設定により子どもたちの創造
的な活動を狭めてしまうことになる可能性もあった。よ
り豊かに感性を働かせることで，子どもたちの創造に向
かう力や可能性を引き出す研究を続けていきたい。
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